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南スーダン


　20年以上続いた内戦をへて２０１１年にスーダンから分離独立したが、早くも13年に、最大民族ディンカ族のキール大統領派と次に多いヌエル族のマシャール副大統領派との間で戦闘が始まり内戦状態に。数度の停戦合意も破棄され、16年７月には、首都ジュバでも戦闘があり、２７０人以上が死亡した。国外避難の難民１００万人、国内避難１６０万人で人口の21％強。国家収入の98％を占める財政の柱、石油生産は減少。希望に満ちてスタートした南スーダンだったが、現在は混迷の度を強めている。アフリカは国として独立しても常に部族対立があり、資源のある国ほど争いが多いという悲しい現実も。


ＰＫＯの変容と日本


　国連のＰＫＯ活動は、80万人以上が犠牲になったルワンダ大虐殺の反省から、当初の国作り支援から、市民保護の為には武力行使も容認する方向へ変容。南スーダンＰＫＯには、先進国では日本、韓国、中国、イギリスのみ参加。他は周辺国や途上国。その理由は国内では給料が出ないが、ＰＫＯでは国連から支払われるから（国連拠出金の多い先進国には支払われない）。


５原則と撤退論


　ＰＫＯ５原則とは、①紛争当事者間の停戦合意②紛争当事者による日本の参加同意③中立的立場の厳守④以上いずれかが満たされなくなった場合の即時撤退⑤武器使用は要員の生命保護など必要最小限が基本。


　南スーダンは13年12月以降内戦状態が続いており、①の条件が成立しておらず撤退すべきとの野党などの反対論を、「発砲事案」は発生しているが「紛争」は発生していない、５原則は維持されているとの強弁で政府は撤回せず。14年に、防衛省・自衛隊に撤退論が出たが、外務省は国際社会でのプレゼンス、安倍政権の「積極的平和主義」を理由に反対した。外務省は、一等国、最終的には、国連安保理の常任理事国になりたいという願望を常に抱いている。


駆け付け警護と


宿営地共同防護


　「駆け付け警護」は国際社会では意味不明。軍事的には救出作戦、救出任務と呼ばれる。従来、自衛隊でも「実施計画の輸送業務」との名目で脱法的に行ってきた。武器使用については、宿営地共同防護は常時付与。駆けつけ警護は、その度毎に指揮官が武器携行命令を出す。駆け付け警護（救出任務）は一義的には、南スーダンの治安機関、次は「国連南スーダン派遣団」内の治安維持任務の歩兵部隊が行うものであり、自衛隊出動の可能性は、邦人や近隣で活動中の民間援助団体などからの要請が考えられる。


　政府は基本的考え方として「他国軍保護での駆け付け警護は想定されない」「実施はジュバとその周辺」と言い、稲田防衛大臣が昨年10月８日南スーダン視察に行き、７時間だけジュバに滞在。当日21人が死亡する戦闘があり、安全確保に万全を期すためとして報道関係者の同行取材も４人だけという状況だったにも拘わらず、「ジュバは落ち着いている」と繰り返し、11月には新任務を帯びた自衛隊（青森第９師団）が現地へ向かった。しかし、「５原則が満たされている場合でも『安全を確保しつつ有意義な活動を実施することが困難と認められる場合』には、政府の国家安全保障会議（ＮＳＣ）の審議を経て部隊を撤収する」との項目を新設せざるを得なかった。


ジェノサイド、


武器禁輸


　11月、国連事務総長特別顧問が「民族間の憎悪が広がり市民が標的にされるジェノサイドの兆候が存在している」と発言。12月には国連人権問題調査委員会が「飢えや集団強姦、村の焼き討ちといった形で、国内各地ですでに『民族浄化』が進んでいる」「国際社会には（大虐殺への発展を）防ぐ義務がある」と発表した。アメリカは、南スーダン政府、反政府双方の「武器禁輸、軍事活動に対する財政支援禁止を含む制裁決議案」を安保理に提出したが、賛成７カ国、棄権８カ国で否決された。日本はアメリカの要請にも拘わらず棄権にまわった。自衛隊を派遣した日本は、南スーダン政府と国連との関係悪化で現地の情勢が流動化するのを避けたいとの思惑があったとされる。


憲法九条、５原則


　ＰＫＯ５原則の停戦合意を満たしていないので、自衛隊は即刻撤退すべきで、そもそも派遣すべきではなかった。今後不測の事態（殺し、殺される）が起こったとき、国民の反応がどうなるかによって事態は大きく変わる可能性がある。


　私達一人ひとりの９条を意識した不断の行動が求められていると感じました。


　（三宅征子・記）
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　調布「憲法ひろば」の１月例会は１月21日、教育会館２０１室で、共同通信・編集局編集委員の石井曉（ぎょう）さん（写真右）のお話「南スーダンＰＫＯと自衛隊」。丸山重威世話人（写真左）の司会で進行。参加は35人。記録は三宅征子世話人。　　（編集部）
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